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第 3回検討委員会では、前 2回の会議で委員の皆さまからお寄せいただいたご意見に基づいて資料を作成しております。 

本日の会議では、平成 28年度から 37年度までの 10か年を計画期間とする「総合計画」・「都市計画マスタープラン」の 

概要等をご説明いたしますので、お聴き取りのうえ、協議の参考としていただければと考えております。 （事務局） 
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１．吉備線 LRT化のメリット・デメリット 

対  象 メリット デメリット デメリット解消策 

行  政 

□ 将来に向けたまちづくりへの寄与（起爆剤となる） 

□ 都市機能を有した街を将来に渡すことができる 

□ 車社会からの脱却・電化による環境負荷軽減 

□ 観光面での魅力創出、集客増 

□ 地価下落抑制、沿線立地企業・就業者数の増 

□ 財政負担増（費用対効果・負担額検証要） □ 有効な国費補助メニュー等の研究 

事 業 者 
□ 運行経費の軽減 

□ デザイン性に優れた車両導入によるイメージアップ 

□ 初期投資必要 

□ 人口減に伴う輸送量減の懸念（赤字リスク） 

□ 採算ベース確保による初期投資回収 

□ サービス向上による利用者増 

沿線住民 

□ 駅周辺の活性化 

□ 交通モード転換による交通渋滞の解消 

□ クルマに乗れない人の外出機会増加 

□ 駅までの距離が近くなる（新駅を設置した場合） 

□ 踏切の閉じる回数が多くなる □ 道路改良等による支障軽減 

周辺住民 
□ 中心部で得た税収を周辺地域に分配 

□ 車と並存することで使い分けができる 

□ 沿線住民のみの受益が向上する感覚をもつ 

□ 中心市街地への集客増による格差発生 

□ 中心部で得た税収は周辺部に還元 

□ 定住政策推進による格差是正 

通勤・通学者 

□ 高頻度運行（便数増） 

□ 快適な移動（乗り心地向上） 

□ 新駅設置による利用機会の増加 

□ 乗車定員の減（便数増で補う） 

□ 別改札による利便性低下（運行主体の改変） 

□ 別料金体系による運賃増（運行主体の改変） 

□ 乗車定員の減は便数増で補う 

□ 利用動線について運行主体と調整 

□ サービスに見合った料金設定 

高齢・障がい者 
□ 交通弱者の利便性向上（バリアフリー化） 

□ 高齢者の外出促進（健康寿命の延伸） 
  

観光客 
□ 駅間が短くなることによる観光地へのアクセス向上 

□ 観光スタイルの広がり（自転車持込等） 
  

 

課  題 
□ 「まちづくり」に繋げるためには、種々法規制等をクリアする必要あり 

□ LRT駅から広がる二次交通、観光地への導線、乗り継ぎ易さの検討が必要 
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２．LRT の全国の動向 
■整備段階 

導入都市 計画概要 検討経緯と現状等 

札幌市 

【札幌市路面電車活用計画】 

・ 経営基盤の強化及び都市部内でのまちづくりへの活用を図る
ために、路面電車の延伸を計画 

・ 平成 21年度、「札幌市路面電車活用方針」策定、3地域を対象に延伸の検討を行うと明記 

・ 平成 22年度、路面電車の活用を考える市民会議を開催し、市民の意見を聴取 

・ 平成 23年度、既設線のループ化実現（平成 26年度）を目指し、事業計画である「札幌市
路面電車活用計画」の取りまとめ 

・ 平成 24年度、ループ化に向けた実施設計、低床式車両の製造に着手 

・ 平成 25年度、新型低床式車両の運行開始 

・ 平成 26年度、ループ化工事着手、平成 27年度にループ化開業予定 

富山市 
【LRTネットワーク構想】 

・ 路面電車南北接続 

・ 平成 23年度、富山駅の南北接続基本計画の策定 

・ 平成 25年度、軌道運送高度化実施計画の認定 

・ 平成 26年度末、南北接続第 1期施行区間の開業 

・ 連続立体交差事業進捗にあわせ、平成 29年度移行、第 2期施行区間の工事完了予定 

福井市 

【えちぜん鉄道三国芦原線・福井鉄道福武線 LRT化計画】 

・ えちぜん鉄道三国芦原線・福井鉄道福武線の LRT 化、
相互乗り入れ 

・ 福井駅西口広場への路面軌道延伸 

・ 平成 24年度、新型低床車両を導入 

・ 平成 25年度、電停の改良工事（上屋整備・バリアフリー化等）、相互乗入事業等に着手 

・ 平成 27年度内、相互乗入事業の開始予定 

・ 平成 28年度、福井駅の駅前広場への乗り入れを予定 

宇都宮市 

【宇都宮市 LRT導入計画】 

・ 東西方向の桜通り＋文字付近～芳賀・高根沢工業団地
（約 18㎞）間に LRTの路線を新設 

・ 平成 21年 9月、総合交通戦略を策定し、期間公共交通の必要性を明記 

・ 平成 22・23 年度、将来の公共交通に関する市民理解の促進を目指し、パンフレットを全戸配
布、公共施設や民間施設などで、「うつのみやが目指すまちづくりと公共交通ネットワーク」に関す
るオープンハウスを開催し、市民理解を促進 

・ 平成 24 年度、LRT 導入や整備の考え方などをまとめた「東西基幹公共交通の実現に向けた
基本方針」を公表 

・ 平成 25 年度、市民の理解促進に向けて、39 地区ある連合自治会単位での「地域説明会」
の開催や、オープンハウス・出前講座等を実施 

・ 平成 26年度、関係機関との協議や「芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会」を開催 

・ 平成 27年度、特許申請、都市計画決定等の法定手続きを実施、実施設計に着手予定 

  
資料：国土交通省 
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■計画段階                                                                     No.1 

計画都市 計画概要 現在の検討状況 

豊島区 

【池袋駅東口 LRT導入計画】 

・ 池袋駅から豊島区新庁舎やサンシャインシティなどの拠点間を
周遊する計画 

・ 平成 23年度、池袋副都心交通戦略を策定し、学識経験者等から構成される委員会において、
戦略の進行管理・評価・見直し等を実施 

・ 平成 24年度、交通戦略委員会（１回）、ワーキング（２回）を開催 

・ 平成 25年度、委員会開催を開催し、過年度までの検討経過報告、今後の進め方について報告  

・ 平成26年度、引き続き交通戦略委員会を開催（荷さばき施策・実証実験等についての検討経
過報告等） 

中央区 

【中央区 BRT・LRT導入計画】 

・ 月島・晴海地区など臨海部と都心を結ぶ公共交通網の充実
に向けて、LRT 等環境に配慮した基幹的交通システムの導
入計画 

・ 平成 24 年度、中央区総合交通計画を策定し、都心部と臨海部を結ぶ基幹的交通システムの
導入を施策の一つに位置付け（当初は、BRTを導入し、需要を見ながら LRTへの転換を図る） 

・ 平成 26 年度、東京都が「都心と臨海副都心とを結ぶ公共交通に関する基本方針」（BRT）を
公表し、都区が連携して検討 

神奈川県 

【相鉄いずみ野線延伸】 

・ 県央・湘南都市圏における「ツインシティ」と周辺都市を結ぶ
交通システムを計画 

・平成 22、23年度、「いずみ野線延伸の実現に向けた検討会」を設置し、検討を実施 

・平成 24年度、「いずみ野線延伸連絡協議会」を設置し、まちづくりと鉄道延伸について検討開始 

・平成 27年度、引き続き、同協議会で延伸について検討 

藤沢市 

【藤沢市 LRT・BRT の導入計画】 

・ 都市拠点間（辻堂駅～健康と文化の森方面）を結ぶ交通
ネットワーク強化を目的に LRT導入について検討 

・ 平成 22年度、「新南北軸幹線推進事業」を総合計画に位置付け 

・ 平成 25・26年度、BRT化（辻堂駅～湘南台駅）を検討 

長野市 

【新交通システム導入検討】 

・ 長野市の将来のまちづくりを検討するにあたり、市内一円への
新交通システムの導入について検討 

・ 平成 23年度、「LRT（次世代型路面電車システム）導入と長野市の新たな交通体系の請願」
が長野市議会で採択 

・ 長野市交通対策審議会へ諮問。新交通システム導入検討部会を設立 

・ 平成 24年度、市内一円を対象に導入可能性調査を実施し、「新交通システム導入可能性につ
いて（素案）」を策定（平成 25年度にパブリックコメント実施） 

・ 平成 26年度、審議会の答申を受け、中長期的な視点で検討 

  
資料：国土交通省 
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■計画段階                                                                     No.2 

計画都市 計画概要 現在の検討状況 

静岡市 

【静岡市都心地区まちづくり戦略】 

・ 将来都市像に応じた都市交通体系を考えるうえで、自動車
に過度に依存しないまちづくりの実現に向けて、公共交通の一
つとして LRT を調査・研究 

・ 平成 19年度、都心地区まちづくり交通計画において LRT等新しい交通システムを検討 

・ 平成22年度、都心地区まちづくり戦略（LRT導入の有効性明示）を策定、市民に対する説明
会・啓発活動を実施 

・ 平成 23年度、「静岡市 LRT導入研究会」（学識経験者、経済界、交通事業者、行政）を設
立、市長へ提言書を提出、市民に対する説明会等を実施 

・ 平成 24 年度、LRT の導入可能性について調査、組織づくりの検討を実施、市民への周知や意
識向上のためのシンポジウムを実施 

・ 平成 25年度、「LRT 導入検討協議会」（市民・経済界、交通事業者など）を開催、市民への
周知として、シンポジウム、動画コンテンツ等も用いたオープンハウスを開催 

・ 平成 26年度、市民への周知として、シンポジウム、オープンハウスの開催 

大阪府 

【大阪市 なんば天王寺エリア LRT導入計画】 

・ 平成 24 年度に策定した「グランドデザイン・大阪」に基づき、
回遊性の向上、賑わい空間や都市魅力の創出を目的に
LRT（なんば駅前から、なんさん通り、日本橋筋等を経て、
天王寺駅前へ至るエリア）の導入を計画 

・ 平成 24年度、「グランドデザイン・大阪」策定、推進会議設置 

・ 平成 25 年度、都心部に流入する車を抑制した場合の交通処理方策、車に代わる便利な移動
手段のあり方等について、調査・検討に着手。日本橋筋商店街振興組合、なんさん通り商店会、
新世界町会連合会等において、趣旨説明等、情報交換を開始 

・ 平成 26年度、引き続き計画の具体化に向けて関係者と協議調整 

堺市 

【堺東西交通軸の検討】 

・ 路面公共交通により南北方向中心の既存鉄軌道網を結節
し、東西方向の交通機能を強化するとともに、都心へのアクセ
ス性と都心内の回遊性を高める公共交通ネットワークを形成
する 

・ 平成 22年度、総合都市交通計画の検討を開始 

・ 堺市公共交通検討会議（学識経験者、公共交通事業者、市議会議員、市民等）の開催
（計 5回開催）、総合都市交通計画の方向性をとりまとめ（会議のとりまとめ） 

・ 平成 24・25年度、東西交通軸を含む都心交通のあり方の検討 

 堺市都心交通検討会議（学識経験者）の開催（計 6回開催） 

・ 平成 26年度、都心交通検討会議をとりまとめ、東西３路線について、引き続き検討 

岡山市 

総社市 

【吉備線 LRT化構想】 

・ 在来線の JR吉備線を LRT化し、高頻度運行、駅増設等
により利便性の向上を図る 

【吉備線 LRT化構想】 

・ 平成 21年度、岡山市では総合交通戦略を策定し、吉備線の LRT化を明記 

・ 平成 23 年 1 月、岡山市と岡山商工会議所が共同で、「おかやま都市交通戦略連携会議」を
発足し、吉備線 LRT化や街なか交通問題について議論を開始 

・ 平成 26年 10月、岡山市、総社市、西日本旅客鉄道㈱の３者で「吉備線 LRT化基本計画
検討会議」を設置し、12月に「吉備線 LRT化基本計画素案」を公表 

・ 平成 27年 3月、総社市では「総社市吉備線整備方針等検討委員会」を設置し、総社市とし
ての方向性を検討 

  
資料：国土交通省 



- 6 - 

 

■計画段階                                                                     No.３ 

計画都市 計画概要 現在の検討状況 

広島市 

【路面電車の駅前大橋ルート】 

・ 路面電車のルートを、駅前大橋を通るルートに変更し、広島
駅と広島市中心部とのアクセス時間の短縮を図る 

・ 平成 11年度、「新たな公共交通体系づくりの基本計画」を策定 

・ 平成 22年度、広島市総合交通戦略を策定し、広島駅南口広場再整備に係る基本方針検討委
員会を開催 

・ 平成 25年 8月から平成 26年 5月、沿線住民への説明会の開催（計４回開催） 

・ 平成 26年度、「広島駅南口広場の再整備等に係る基本方針」の決定・公表 

松山市 

【松山駅周辺路面電車延伸計画】 

・ JR松山駅部への引き込みとあわせた駅西地域への路面電車
の延伸（約 700m） 

・ 平成 19年度、路面電車導入予定道路の都市計画決定 

・ 平成 20年度、連続立体交差事業、土地区画整理事業の事業化 

・ 連続立体交差事業、土地区画整理事業の進捗にあわせて延伸を検討中 

高松市 

【高松市交通戦略計画】 

・ 公共交通の利便性向上に向けた取組の一つとして、在来交
通機関に加え、新交通システムの導入について検討 

・ 平成 22年度、高松市総合都市交通計画を策定 

・ 平成23年度、高松市総合都市交通計画に基づき、10月から半年間、市内中心部と郊外部の2
ヶ所でバスによる社会実験を実施 

・ 社会実験の結果を踏まえ、今後は LRT等の導入可能性など、公共交通体系の再編に向けた施策
を検討中 

熊本市 

【熊本電鉄都心結節計画】 

・ 熊本電鉄を延伸し（熊本電鉄藤崎宮前駅～熊本市電
間）、都市圏の一体的機能の強化を図る 

【熊本市電東部延伸計画】 

・ 熊本市電を延伸し（市電健軍町電停～沼山津 4 丁目
間）、都市圏の一体的機能の強化を図る 

【熊本電鉄都心結節計画】 

・ 平成 17年度、熊本電鉄が、熊本県、熊本市、西合志市に事業計画書を提出 

・ 平成 19年度、都心結節計画検討委員会（熊本県、熊本市、西合志市）を設立 

・ 平成 20年度、熊本電鉄が再建計画を公表したことを受けて、委員会は計画の凍結を決定 

・ 平成 21 年度、中長期的視点に立った熊本都市圏北部方面の公共交通に関する検討会議（熊
本市・合志市・熊本県）を設置 

・ 平成 22年度、熊本都市圏北部方面の公共交通に関する検討会議を開催 

・ 平成 23年度、熊本電鉄安全輸送設備等整備協議会の開催 

【熊本市電東部延伸計画】 

・ 平成 22年度、関係機関で活性化に関する検討を開始 

・ 新たな都市交通マスタープランを策定する中で、あり方について検討中 

鹿児島市 

【鹿児島市路面電車観光路線検討】 

・ 多くの市民や観光客が訪れるウォーターフロント地区へ路線を
新設することで、陸の玄関口である鹿児島中央駅との結節強
化を図る 

・ 平成 24年度、検討連絡会議を設置、観光路線検討調査でルートの検討を実施 

・ 平成 25、26年度、検討連絡会議の協議を踏まえたルートの整理、関係機関との調整 

  

資料：国土交通省 
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３．第 2次総社市総合計画における位置付け 
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５．農地転用権限移譲の検討状況 
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６．検討委員会の今後スケジュール 

 
 開 催 日 検 討 事 項 

第 １ 回 H27.3.26 基本計画素案の提示、内容説明 

第 ２ 回 H27.7.7 総社市の現状・将来推計・計画の進捗状況等の確認 

第 ３ 回 H27.12.25 総社市の各種計画における位置付け確認 

第 ４ 回 第 3回検討会議後  運営スキーム、負担割合の検討 

第５回以降 未 定 随時開催 

   

第   回  未 定 市長への意見書提出 
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